
第
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回
九
州
教
区

信
徒
大
会
を
開
催

九
州
学
院
ホ
ー
ル

（1）2013 年 5 月 31日 第106号

新
入
園
児
24
名
、
中
学
一
年
１
１
６
名
、
高
校
一
年

３
９
１
名
を
迎
え
、
２
０
１
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
少
子
化
の
中
、
特
に
高
校
は
予
想
を
超
え
る

数
の
入
学
者
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て

高
校
剣
道
部
が
、
春
の
全
国
選
抜
大
会
で
５
度
目
の

優
勝
（
最
多
優
勝
）
を
飾
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
快

挙
を
成
し
遂
げ
、
新
年
度
へ
の
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
い
ま
、
私
た
ち
は
、
あ
の
３
・
11
以
来

の
解
決
す
べ
き
問
題
の
多
さ
や
深
刻
さ
に
戸
惑
い
、
見

続
け
る
こ
と
、
考
え
続
け
る
こ
と
を
放
棄
し
て
い
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。“「
み
ん
な
が
そ

う
言
っ
て
い
る
か
ら
」、「
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か

ら
」
と
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
、
私

た
ち
の
日
常
に
は
あ
る
。
実
際
は
そ
ん
な
ふ
う
に
納

得
し
て
、「
考
え
る
」
こ
と
を
放
棄
し
て
し
ま
う
。”（
落

合
恵
子
著
「
て
ん
つ
く
怒
髪
」
の
１
節
よ
り
）
そ
の

結
果
、
本
来
と
る
べ
き
「
責
任
」
そ
の
も
の
も
、
よ

り
曖
昧
化
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
哲
学

者
の
鷲
田
清
一
さ
ん
は
、
日
本
特
有
の
「
責
任
」
の

あ
り
方
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。“「
責

任
」
と
言
え
ば
、
国
家
の
一
員
と
し
て
の
責
任
、
家

族
の
一
員
と
し
て
の
責
任
、
と
い
う
ふ
う
に
、
組
織
を

構
成
す
る
「
一
員
」
と
し
て
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い

事
柄
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
そ
れ
は
匿
名
の
役
柄
に
お

け
る
責
任
で
あ
っ
て
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
の
私
が
い
ま

誰
か
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
含
み
は
あ

り
ま
せ
ん
。”（『
語
り
き
れ
な
い
こ
と
』）
そ
し
て
“
欧

米
の
人
た
ち
は
伝
統
的
に
人
と
し
て
の
責
任
を
、
他

者
か
ら
の
呼
び
か
け
、
う
な
が
し
に
応
え
る
と
い
う

視
点
か
ら
と
ら
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
他
者
は
か
れ

ら
に
と
っ
て
は
神
で
も
あ
り
う
る
。（
中
略
）
ま
さ
に
」

神
か
ら
の
呼
び
出
し
に
応
じ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。”（
同
上
）
と
。

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
あ
る
九
州
学
院
の
創
立

以
来
の
教
育
目
標
は
、「
自
分
で
自
分
を
監
督
し
、

役
に
立
つ
善
人
と
な
れ
」で
す
。そ
し
て
こ
の
目
標
に
は
、

「
自
分
で
考
え
る
こ
と
の
重
要
さ
」、
神
さ
ま
か
ら
の

「
呼
び
か
け
」
と
し
て
の
「
役
に
立
つ
善
人
」
を
目

指
す
」
責
任
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

九
州
学
院
で
学
ぶ
生
徒
諸
君
に
は
、
３
年
間
あ
る
い

は
６
年
間
を
通
し
「
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら
」、

「
そ
う
言
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
世
間
の
雰

囲
気
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
じ
っ

く
り
と
考
え
、
そ
の
上
で
こ
の
社
会
に
対
し
て
き
ち

ん
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く
人
を
目
指
し
、
努
力
し

て
欲
し
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
積
極
的
に
学
ん
で
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
で
自
分
を
監
督
し
、

役
に
立
つ
善
人
と
な
れ
」

九
州
学
院
　
院
長
　
内
村
　
公
春

2013年度
年間聖句
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時を用い、外部の人に対して賢くふるまいなさい。
いつも、塩で味付けされた快い言葉で語りなさい。 （コロサイ人の信徒への手紙　4章5節～6節）

Conduct yourselves wisely toward outsiders, making the most of the time.
Let us your speech always be gracious, seasoned with salt. （COLOSSIANS 4：5～6）

2011年、九州学院創立百周年の記念事業の一環とし
て完成した、3号館１階にある歴史資料・情報センターの
リニューアルオープンの準備が現在進められています。
同窓会や育友会の寄附などにより作られた同センター

ですが、これまで上手く整備が出来てない面もあり、入
室者も少ないのが現状です。そこで、咋年来、外部から
九州文化財研究所学芸員花岡興史氏(1980年卒・Ｓ32
回）を始め同窓会や育友会の代表を招いて同センターの
運営委員会を学内で開き、展示内容を検討してきました。
同センター紹介のリーフレットも完成し、7月からいよ

いよオープンとなります。もうしばらくお待ち下さい。ど
うぞお楽しみに！

４
月
９
日
㈫
、
２
０
１

３
年
度
九
州
学
院
中
高
入

学
式
が
、
本
学
院
体
育
館

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
の
新
入
生
は
中
学
生

１
１
６
名
（
３
ク
ラ
ス
）、

高
校
生
３
９
１
名
（
10
ク

ラ
ス
）
と
も
定
員
を
オ
ー

バ
ー
す
る
生
徒
数
と
な
り

ま
し
た
。

式
に
は
新
入
生
の
他
、

保
護
者
、
来
賓
、
教
職
員
、

在
校
生
代
表
ら
１
０
０
０

人
余
り
が
列
席
し
て
、
キ

リ
ス
ト
教
の
形
式
に
則

り
、富
島
チ
ャ
プ
レ
ン（
学

校
付
き
牧
師
）
の
聖
書
朗

読
、
お
祈
り
、
祝
福
に
始

ま
り
ま
し
た
。

内
村
公
春
院
長
の
式

辞
、林
祥
増
育
友
会
会
長
、

松
村
敏
人
同
窓
会
会
長
、

古
閑
章
彦
高
校
生
徒
会
長

ら
の
挨
拶
の
後
、
新
入
生

を
代
表
し
て
高
校
生
は
坂

口
え
み
り
さ
ん
、
中
学
生

は
福
田
潤
紀
君
が
そ
れ
ぞ

れ
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
教
師
の
紹
介
が

あ
り
、
新
入
生
保
護
者
を

代
表
し
て
横
田
博
氏
が
挨

拶
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

式
の
後
、
中
高
音
楽
部

が
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

に
な
っ
て
い
る
「
花
は
咲

く
」
を
合
唱
し
新
入
生
を

歓
迎
し
ま
し
た
。
真
新
し

百周年記念歴史資料・情報センター
ニューオープン準備中Ｊ

Ｏ
Ｃ
春
季
水
泳
大
会（
短
水
路
）

齋
藤
凌
選
手
２
０
０
自
を
制
す

ミュージカル映画、『ドリームガールズ』の中で」、ビヨンセが『Listen』
という曲を歌います。

聞いて・・私の心の中から溢れ出てくる歌を・・
始まったけれど、完結できないのにこのメロディを
聞いて・・私の心の奥深くに眠らせてた想いを
私のこれから言うこと全てを聞いて欲しいの

聞いて
私は今、独りで人生の岐路に立っているの
家にいてもくつろいでいることなんて出来なかった
私の思いを言葉にしようと努力はしてきた
あなたはそれを知ろうとするべきだったのよ

この歌を聞いたとき、本当に感動しました。そして、この歌は私の
ためにあることを実感したのです。これまで私は家族の気持ちを大切に
してきたつもりでした。しかし、本当の心の思いを聞けていたのかと言
われると全く自信がありません。夫として、父親として、偉そうにいろ
いろ言ってきたけど、家族のために何がしてやれたんだ。そう思うと心
が痛みました。それと同時に、チャプレンとしても、礼拝や聖書の授業
で「リッスン・聞いて」ということは言ってきたけれど、生徒の「リッスン・
聞いて」という声は、聞けていたのか。保護者や教職員の皆さんの声
は聞けたのか。また、チャプレンとして何ができたのか・・・何もできなかっ
たじゃないか。そのような思いでいっぱいになり、悲しくて涙がでました。
そして、心から申し訳ないという気持ちになったのです。

「Listen 聞いて！」私は、このことをもう一度、心に深く刻みたいと思っ
ています。そして、どうか皆様も、ご家族の心の中の「リッスン・聞いて」
という声に、耳を傾けていただけたらと思います。

Listen　聞いて！
チャプレン　富島裕史

３
月
28
日
〜
31
日
、
新

潟
県
ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ー
ル
で

開
か
れ
た
、
第
35
回
全
国

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳

大
会
（
短
水
路
）
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
部
（
18

歳
以
下
）
で
、
九
州
学
院

の
齋
藤
凌
選
手
（
３
年
）

が
男
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル

自
由
形
を
制
し
ま
し
た
。

３
月
28
日
、
愛
知
県
春

日
井
市
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
22
回
全
国
高
校

剣
道
選
手
権
大
会
で
九
州

学
院
が
６
年
ぶ

り
５
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、

真
田
裕
行
主
将

が
優
秀
選
手
に

選
ば
れ
ま
し

た
。初

戦
の
高
輪

戦
は
先
鋒
か
ら

副
将
ま
で
引
き
分
け
と
な

り
大
将
戦
を
迎
え
ま
し
た

が
、
真
田
主
将
が
中
盤
、

相
手
の
懐
に
入
り
込
ん
で

見
事
な
小
手
を
奪
い
勝
負

を
決
め
ま
し
た
。

続
く
準
々
決
勝
で
は
鎌

倉
学
園
（
神
奈
川
）
を
４

－

０
、
準
決
勝
で
は
小
山

４
月
９
日
㈫
、
中
高
の

入
学
式
の
後
、
２
０
１
３

度
九
州
学
院
敬
愛
寮
の
入

寮
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
し
く

中
学
生
10
名
、
高
校
生
53

名
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
中
学
生
20
名
、

高
校
生
１
０
７
名
、
計

１
２
７
名
で
寮
生
活
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

（
栃
木
）
に
５

－

０
と
一

方
的
に
勝
利
し
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
水
戸
葵
陵

（
茨
城
）と
の
決
勝
は
、
先

鋒
戦
で
漆
島
伊
織
選
手
が

面
を
奪
っ
て
１
本
勝
ち
し

て
１

－

０
で
競
り
勝
ち
、

見
事
６
年
ぶ
り
５
度
目
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

い
制
服
に
身
を
包
み
期
待

と
不
安
の
入
り
混
じ
っ
た

表
情
で
入
学
式
に
臨
ん
だ

新
入
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
室
で
新
し
い
担
任

の
下
で
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

が
あ
り
、
決
意
を
新
た
に

九
学
生
と
し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

全
国
高
校
剣
道
選
抜
大
会

６
年
ぶ
り
５
度
目
の
優
勝

新たに507名（中・高）が仲間入り

2013 九州学院入学式

敬
愛
寮
に
も

新
入
生
が
67
名

３
月
19
日
㈫
〜
20
日
㈬
、

九
州
学
院
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
第
12
回
九
州

教
区
信
徒
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
主
題
は
「
全
き

も
の
と
な
る
私
た
ち
の
喜

び
」、主
題
聖
句
は
「
わ
た

し
た
ち
の
交
わ
り
は
、
御

父
と
御
子
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
と
の
交
わ
り
で
す（
ヨ

ハ
ネ
１
：
3b
）」で
、ふ
た
つ

の
主
題
講
演
を
聴
い
て
お

互
い
の
研
鑽
に
励
み
、
親

睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

九
州
県
内
か
ら
３
０
０

人
以
上
の
信
徒
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
、食
バ
ザ
ー
、

朝
食
交
流
会
（
４
号
館
ア

リ
ー
ナ
）
や
子
ど
も
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
３
号
館
２
階
特

別
教
室
）
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
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成
24
年
度
の
事
業
・
決
算

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
新
役
員
を
選
出
し
、

林
会
長
に
代
わ
り
吉
本
孝

寿
氏
が
新
た
に
育
友
会
会

長
に
承
認
さ
れ
、
他
の
役

員
も
左
記
の
通
り
に
決
定

し
ま
し
た
。
最
後
に
25
年

度
の
行
事
や
予
算
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

夜
に
は
「
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
」
に
お
い
て

ク
ラ
ス
役
員
な
ど
の
新
旧

役
員
の
歓
送
迎
会
も
開
か

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

〈
新
役
員
〉　
（
敬
称
略
）

会　

長
：
吉
本　

孝
寿

副
会
長
：
寺
本　

光
秀

　
　
　
　

藏
原　

啓
介

　
　
　
　

入
杉
賀
洋
子

　
　
　
　

橋
口　

武
弘

書　

記
：
渡
辺　

勇
子

　
　
　
　

大
賀　

美
紀

会　

計
：
西
尾　

由
美

　
　
　
　

鶴
田　

昭
子

渉　

外
：
弦
巻
と
も
み

　
　
　
　

吉
永　

彰
一

監　

事
：
林　
　

祥
増

　
　
　
　

長
尾　

浩
一

５
月
18
日
㈯
午
前
10
時

か
ら
、
九
州
学
院
ブ
ラ
ウ

ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
チ
ャ

ペ
ル
に
お
い
て
２
０
１
３

年
度
の
育
友
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
恒
例
に
よ
り
富

島
チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ
る
聖

書
朗
読
・
祈
り
に
始
ま
り
、

林
会
長
、
内
村
院
長
の
挨

拶
の
後
議
事
に
移
り
、
平

３
月
23
日
㈯
熊
本
城
彩
苑
会
議

室
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
会
主

催
「
ジ
ェ
ー
ン
ズ
記
念
祭
」
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
英
語
劇
に
、
九

州
学
院
高
校
１
年
特
進
コ
ー
ス
の
男

子
生
徒
15
名
が
出
演
し
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。
英
語
劇
の
タ
イ
ト
ル

は
「T

he Janes W
ay 

〜
ジ
ェ
ー

ン
ズ
の
英
語
教
育
」（
ジ
ュ
リ
米
岡 

作
）
で
、
熊
本
洋
学
校
教
師
Ｌ
・
Ｌ
・

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
初
期
の
英
語
教
育
の

様
子
を
再
現
し
た
も
の
で
、
熊
大
英

語
教
師
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
モ
ー
ガ
ン
氏

が
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
扮
し
、
九
学
の
生

徒
が
当
時
の
学
生
を
演
じ
ま
し
た
。

発
表
ま
で
５
、６
回
し
か
練
習
し
て

５
月
15
日
㈬
〜
17
日
㈮

ま
で
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・

ア
イ
オ
ワ
州
に
あ
る
ワ
ー

ト
バ
ー
グ
大
学
（
ル
ー
テ

ル
教
会
系
）
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー

が
熊
本
を
訪
れ
、
16
日
㈭

に
は
九
州
学
院
体
育
館
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
流
暢
な
英

語
で
学
生
の
役
を
こ
な
し
て
い
ま
し

た
。

３
月
14
日
㈭
、
恒

例
の
人
権
学
習
会

が
、
中
高
の
全
校
生

徒
を
対
象
に
九
州
学

院
体
育
館
で
行
わ

れ
、｢

い
じ
め
・
仲

間
・
い
の
ち
・
生
き

る｣

と
い
う
テ
ー
マ

で
、
合
志
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
学

務
指
導
班
主
幹
の
飯

開
輝
久
雄
氏
が
、
差

別
に
関
す
る
自
作
の
楽
曲

を
交
え
て
「
差
別
を
し
な

演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
演
奏
旅
行
の
目

的
は
、
音
楽
を
通
し
て
日

本
人
と
交
流
を
深
め
、
日

本
の
生
活
文
化
を
体
験
し

て
相
互
理
解
を
は
か
る
こ

と
に
あ
り
、九
州
学
院
、大

江
教
会
の
関
係
や
国
際
交

い
人
間
に
な
ろ
う
」
と
語

り
か
け
ま
し
た
。

飯
開
氏
は
九
州
学
院
の

卒
業
生
（
Ｓ
35
回
・
１
９

８
３
年
卒
）
で
、
現
在
合

志
市
役
所
に
勤
務
し
な
が

ら
、
差
別
を
な
く
す
取
り

組
み
を
続
け
、
九
州
各
県

は
も
と
よ
り
三
重
県
、
島

根
県
、
鳥
取
県
な
ど
で
も
そ

の
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
長
渕
剛
や
海
援
隊

が
出
た
福
岡
市
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス｢

照
和｣

で
歌
っ

た
経
験
が
あ
り
、
歌
唱
力

に
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は｢

生
ま
し
め
ん

か
な｣

｢

生
れ
た
人
間
と

し
て｣

な
ど
の
自
作
曲
の

他
に
も
「
手
紙
」
や
「
ヨ

イ
ト
マ
ケ
の
唄
」
と
お
な

じ
み
の
曲
も
歌
い
、
職
業

差
別
、
障
が
い
者
差
別
や

高
齢
者
へ
の
差
別
の
話
に

も
触
れ
ま
し
た
。

「
い
じ
め
・
差
別
は
い

け
な
い
。絶
対
に
死
な
な

い
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
世

の
問
題
は
こ
の
世
で
絶

対
に
解
決
で
き
る
の
だ
か

ら
」
と
、
切
々
と
訴
え
か

け
る
飯
開
氏
の
言
葉
は
後

輩
の
生
徒
諸
君
の
心
に
必

ず
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

流
セ
ン
タ
ー
の
お
世
話
で

教
職
員
を
含
む
メ
ン
バ
ー

58
名
全
員
が
熊
本
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
ご

協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

東日本大震災ボランティア学習塾「閉校式」
全国の被災地でラーメンの炊き出しを続けている

益城町のNPO「九州ラーメン党」の一員で本学院国
語科の高橋美行教諭は、東日本大震災で県内に避難
している子どもたちのためのボランティア学習塾を
昨年４月に九州学院内に開設し、担任を受け持つク
ラスの２年生10人らが、小学生に勉強を教え続けて
きました。

塾は毎週水、土曜の２時間。多い時には福島、宮
城、東京などから避難していた14人が通いました。
慣れない土地で不安な気持ちだった子どもにとって
は、勉強だけでなく高校生との触れ合いも心の支え
だったようです。

３月23日、お互いに別れを惜しみつつ閉校式を行
いました。東京都町田市から11年６月に熊本市に来
た高橋美穂さん（12）は「全部いい思い出。お兄さん、
お姉さんたちとだんだん話せるようになって、勉強
も分かるようになった」と感謝。小学校教員のお母
様とともに参加していた松崎萌さん（17）は「皆に
喜んでもらえて、こちらこそうれしかった。これか
らもつながっていきたい」とエールを送りました。

「福島・相馬高校放送局の作品上演＆トーク・交流会」
４月６日㈯九州学院３号館多目的ホールで、「福

島・相馬高校放送局の作品上演＆トーク・交流会（賛
同団体・九州学院 / 九州学院育友会ほか）」が、開
催されました。

福島県立相馬高校は、東日本大震災で地震・津波
と原発災害の両方の影響を受けた地域の歴史ある高
校です。その放送局（部活動）は、震災の体験を映
像ドキュメント、音声ドキュメント、音声ドラマ、
演劇として制作しています。

当日はそれらの作品を鑑賞し、ゲストとして相馬
高校からご来熊の顧問・渡部先生と２人の放送局部
員の皆さんとの交流のひとときを持ちました。

３
月
13
日
㈬
、
高
校

一
年
生
を
対
象
に
年
一
回

恒
例
の
保
健
行
事
が
３

号
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
熊

本
市
保
健

所
の
感
染
症

対
策
課
技

師
・
泉
真
理

子
先
生
に
「
感
染
症
（
エ

イ
ズ
・
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
予
防

に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
て
頂
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
高
校

生
と
し
て
エ
イ
ズ
や
性

行
為
感
染
症
防
止
な
ど

の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

こ
と
が
目
的

で
、
感
染
症

や
望
ま
な
い

妊
娠
の
恐
ろ

し
さ
な
ど

様
々
な
事
例
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
わ
か

り
や
す
く
お
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

人
権
学
習
会（
中
・
高
）、飯
開
輝
久
雄
氏

音
楽
に
乗
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
月
16
日
㈫
、
九
州

学
院
恒
例
の
遠
足
・
親
睦

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

学
校
は
学
内
で
ク
ラ
ブ
紹

介
や
親
睦
会
、
高
校
一
年

生
は
バ
ス
で
阿
蘇
へ
親
睦

旅
行
、
高
校
二
年
生
は
熊

本
城
内
を
親
睦
散
策
、
高

校
三
年
生
は
21
年
ぶ
り
に

美
里
町
の
日
本
一
の
石
段

（
３
３
３
３
段
）
登
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
の
計
画
に

従
っ
て
有
意
義
な
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

高
校
一
年
生 

「
感
染
症（
エ
イ
ズ
・

Ｓ
Ｔ
Ｄ
）」

に
つ
い
て
学
ぶ

今年度の現役と過年度卒を合わせた四年生大学の合格者数は、

国公立大27名（熊本大６名、鹿児島大と熊本県立大各５名、長崎

大３名、福岡教育大２名、九州大、佐賀大、鹿屋体育大、北九州

市立大、九州歯科大、長崎県立大）、私立大284名でした。主な大

学は、慶應義塾大、上智大、青山学院大、国際基督教大、明治大

⑺、立教大⑴、中央大⑶、法政大⑵、芝浦工業大⑶、明治学院大

⑸、日本大⑶、東洋大⑶、日本体育大⑶、駒澤大⑸、専修大⑶、

東京女子大⑵、東海大（医）、亜細亜大⑵、帝京大⑶、国士舘大⑶、

学習院大、関東学院大⑸、京都産業大、同志社大⒀、立命館大⑵、

大阪学院大⑷、関西大⑸、関西学院大⑸、神戸女学院大⑶、福岡

大（21）、西南学院大⒀、九州共立大⑶、福岡工業大⑶、九州産業

大学⑽、久留米大⑸、長崎国際大⑷、熊本学園大（44）、崇城大⑽、

熊本保健科学大⑻、九州ルーテル学院大⑺、平成音楽大⑵、立命

館アジア太平洋大⑶などでした。

近年、現役普通クラスからは、推薦入学やＡＯ入試によって早期

に合格を決める傾向が増しており、今春卒業生は、四年生大学で、

211名が推薦・ＡＯ入試の合格者でした。うち指定校推薦について

は全国155もの大学から推薦依頼が寄せられ、今年度の合格者は

116名と多数を占めました。特に、特別な連携関係にある同志社大

と福岡大には、ここ数年多数の卒業生を送る形が定着してきています。

高校生活で勉学と諸活動の両立を果たし、良好な学習成績を維持

できた人たちのこの方式での受験が増えています。

今春卒業者の進路決定状況は、四年制大学73.0％短期大学

2.3％、専修・各種学校12.6％、就職2.9％、予備校・その他が

9.1％でした。進路指導部としては、各自が希望する進路に進めるよ

う今後一層の支援を強めていきます。　　（進路指導部長・坂田孝）

特進１年男子ジェーンズの英語劇に挑戦

米
国・ワ
ー
ト
バ
ー
グ
大

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
会

歓
迎
遠
足
・
親
睦
会

高
３
、日
本
一
の

石
段
に
挑
戦

2013育友会総会を開催

新会長に吉本孝寿氏
〜新執行部がスタート〜

希望の進路に支援を強化
進路だより

九
州
学
院
育
友
会
は
、
今
年
学
び
舎
を

巣
立
っ
て
い
く
高
校
生
の
学
院
生
活
の
記

録
映
像
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
Ｓ
65
回
の

軌
跡
」（
約
54
分
）
を
卒
業
生
３
４
１
人

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、
学
院
生
活
で
の
一
番
の

思
い
出
の
研
修
旅
行
を
は
じ
め
、体
育
祭
、

九
学
祭
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
風
景
の
他
、

一
昨
年
の
創
立
百
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン
、
感
動
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
場
面
な
ど
び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
お

り
、
十
分
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
仕
上
が
り

で
す
。
プ
ロ
の
業
者
が
撮
っ
た
映
像
や
写

真
を
中
心
に
編
集
し
た
も
の
で
す
の
で
、

画
像
が
鮮
明
で
あ
り
、
一
生
の
宝
物
と
し

て
お
手
元
に
置
く
に
足
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
す
。

育
友
会
が
卒
業
生
全
員
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ「
Ｓ
65
回
の
軌
跡
」

を
贈
呈

被災地の復興を願って



九
州
学
院
み
ど
り
幼
稚
園
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高校2年生は、2月24日
㈰から恒例の研修旅行に
出発しました。行き先は本
人の希望に合わせ、シン
ガポール・マレーシアコー
ス（26名プラス引率２名）、
北海道スキーコース（42
名＋引率３名）それに東京
コース〈281名＋引率6名〉
の3コースでした。3泊4日
の研修旅行は大きな事故も
なく、一生の思い出となる
楽しい旅行をすることが出
来ました。

「
幼
稚
園
」と「
幼
児
園
」の
併
設
ヘ

２
０
１
３
年
度
の
新
学

期
が
始
ま
っ
て
は
や
一
ヶ

月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら
24
名
の
新

入
園
児
も
加

わ
り
、
活
気

に
満
ち
て
い

ま
す
。

み
ど
り
幼

稚
園
も
今
年

度
か
ら
３
歳

未
満
児
（
２

歳
児
）
を
公

式
に
受
け
入

れ
可
能
な
認

可
外
保
育

所
、
つ
ま
り

「
み
ど
り
幼

児
園
」（
定
員
＝

10
名
）を
県
の

認
可
の
も
と
開

設
し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
幼
稚

園
と
幼
児
園
の

二
園
が
併
存
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

近
年
、
多
く
の
お
母
さ

ん
方
が
３
歳
か
ら
幼
稚
園

に
入
園
さ
せ
る
と
い
う
考

え
方
が
少
な
く
な
り
、
３

歳
未
満
（
０
歳
〜
２
歳
）

児
か
ら
入
園
さ
せ
た
い
と

の
要
望
が
多
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
幼

稚
園
が
幼
児
園
や
保
育
園

を
併
設
す
る
方
向
に
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
の
３
歳
以

上
だ
け
を
対
象
に
し
た
幼

稚
園
で
は
経
営
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
景
気
が
未
だ

厳
し
く
、
ま
た
保
護
者
の

意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
今
、
乳
幼
児
の
保
育
・

教
育
の
在
り
方
が
大
き
く

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
と

し
て
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
法
整
備
が
急
が
れ

る
状
況
に
お
い
て
、
私
ど

も
の
「
み
ど
り
幼
稚
園
・

幼
児
園
」
も
意
識
を
変
え

つ
つ
、
認
定
子
ど
も
園
へ

の
移
行
を
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
し
た
視
点
を

見
失
う
こ
と
な
く
保
育
・

教
育
の
場
を
形
成
し
て
い

く
所
存
で
す
。

長
岡
立
一
郎

九
州
学
院
理
事
長

み
ど
り
幼
稚
園
園
長

高
校
第
65
回
卒
業
式

３
４
１
人
が

学
び
舎
を
巣
立
つ

高
校
第
65
回
卒
業
式

が
3
月
1
日
㈮
に
九
州
学

院
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
、

３
４
１
人
が
学
び
舎
を
巣

立
ち
ま
し
た
。

式
は
厳
粛
な
ム
ー
ド
の

中
、
奏
楽
に
続
い
て
富
島

チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ
る
聖
書

朗
読
・
お
祈
り
で
始
ま
り

ま
し
た
。
讃
美
歌
斉
唱
の

あ
と
、
担
任
が
卒
業
生
の

名
前
を
一
人
ず
つ
読
み
上

げ
、
内
村
公
春
院
長
か
ら

卒
業
生
総
代
に
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
の
祝
辞
の
あ
と
特
別
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
古
閑

章
彦
生
徒
会
長
が
送
辞
を

仲
田
直
人
前
生
徒
会
長
が

卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に

讃
美
歌
４
０
５
番
を
全
員

で
歌
っ
て
母
校
に
別
れ
を

告
げ
ま
し
た
。

4
月
16
日
、
新
入
生
を
歓
迎
す
る
恒
例
の
中

学
校
親
睦
会
を
行
い
ま
し
た
。
メ
イ
ン
は
新
入
生

に
対
す
る
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
と
学
年
ご
と
の
ク
ラ

ス
親
睦
会
、
そ
れ
に
校
内
外
の
清
掃
活
動
で
し
た
。

朝
礼
後
、
中
学
校
ア
リ
ー
ナ
で
生
徒
会
の
司

会
進
行
の
も
と
部
活
紹
介
が
行
わ
れ
、
新
入
生

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
し

た
部
活
や
同
好
会
は
、発
表
順
に
次
の
18
部
で
す
。

合
唱
、
弓
道
、
パ
ソ
コ
ン
、
水
泳
、
チ
ア
ダ
ン
ス
、

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
野
球
、
剣
道
、
空
手
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
、
日
本
文
化
、
柔
道
、
美
術
、
白
羊
会
、

Ｅ
Ｓ
Ｓ
。
今
年
新
設
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
は
、
現

在
20
名
以
上
が
入
部
し
、
毎
日
、
ス
ト
ロ
ン
グ
先

生
が
英
会
話
の
特
訓
を
や
っ
て
い
ま
す
。

部
活
紹
介
の
後
は
、
学
年
ご
と
に
ク
ラ
ス
親

睦
会
を
行
い
ま
し
た
。
１
年
は
「
自
己
紹
介
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」、

2
年
は
「
長

縄
跳
び
大
会
」、

3
年
は
「
サ
ッ

カ
ー
大
会
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
通
し
て
、

み
ん
な
九
中
の

仲
間
と
し
て
絆

を
強
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

3月9日㈯10時よりブラウン・メモリアル・チャペルで、
第66回九州学院中学校卒業証書授与式を行いました。戦
後、新制中学に移行し、66回目の卒業生111名が学び
舎を後にしました。

卒業式はキリスト教の式典に則って行われ、1組から3
組まで卒業生が順次入場後、奏楽、讃美歌440番、チャ
プレンに よる聖書・
祈祷・祝 福が行わ
れました。 卒業証書
が、内村公春校長から一人ひとりに授与された後、学校
長訓辞が続きました。林祥増育友会会長・古閑章彦高校
生徒会会長から祝辞をいただき、讃美歌405番を一同斉
唱。続いて、在校生送辞を和久田貴仁生徒会長、卒業生
答辞を梅田遥霞前生徒会長が行いました。鶴田昭子氏に
よる卒業生保護者代表挨拶の後、一同で九州学院校歌を
高らかに斉唱し、閉式となりました。

学
友
会
活
動
成
績
一
覧

（
2
月
11
日
〜
5
月
12
日
）

第
23
回
熊
本
県
中
学
生
学
年
別

テ
ニ
ス
選
手
権	

（
2
月
17
日
）

▽
１
年
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　

準
優
勝　

中
島
悠
利
（
１
年
）

第
24
回
県
中
学
校
柔
道
団
体
優

勝
大
会	

（
2
月
24
日
）

▽
男
子
団
体

　

優
勝　

九
州
学
院
Ａ

熊
本
市
新
人
剣
道
大
会

	
（
3
月
2
日
）

　

団
体
優
勝

平
成
24
年
度
東
部
地
区
中
学
校

軟
式
野
球
大
会	

（
3
月
16
日
）

　

優
勝

西
南
の
役
剣
道
大
会

	

（
3
月
20
日
・
玉
東
町
体
育
館
）

　

団
体
優
勝

第
40
回
熊
本
キ
ャ
ッ
ス
ル

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
少

年
軟
式
野
球
大
会	（
4
月
3
日
）

　

準
優
勝

広
安
少
年
剣
道
大
会

	

（
4
月
20
日
・
益
城
総
合
体
育
館
）

　

団
体
優
勝　

Ａ
チ
ー
ム

　

団
体
３
位　

Ｂ
チ
ー
ム

九
州
中
学
校
柔
道
春
季
錬
成
大
会

	（
4
月
21
日
・
諫
早
市
小
野
体
育
館
）

▽
男
子
団
体　

準
優
勝

県
下
中
学
校
柔
道
錬
成
大
会

	（
4
月
27
日
・
山
鹿
市
総
合
体
育
館
）

▽
男
子
団
体　

準
優
勝

熊
本
県
中
学
校
柔
道
体
重
別
選

手
権

	（
4
月
28
日
・
山
鹿
市
総
合
体
育
館
）

▽
男
子
90
㎏
級

　

優　

勝　

千
原
靖
人
（
３
年
）

▽
男
子
ビ
ギ
ナ
ー
級

　

優　

勝　

工
藤
樹
希
（
１
年
）

　

準
優
勝　

赤
星
遼
太
郎（
１
年
）

▽
女
子
ビ
ギ
ナ
ー
級

　

優　

勝　

酒
井
美
奈
（
１
年
）

第
14
回
熊
本
県
中
学
生
弓
道
選

手
権
大
会	

（
4
月
29
日
）

▽
団
体
男
子
の
部　

３
位

▽
団
体
女
子
の
部　

３
位

第
26
回
全
日
本
少
年
武
道
錬
成

大
会
熊
本
県
予
選
大
会

	

（
4
月
29
日
）

▽
団
体
男
子　

出
場
認
定

▽
団
体
女
子　

出
場
認
定

第
11
回
花
水
木
カ
ッ
プ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

	

（
5
月
6
日
）

▽
男
子
の
部　

３
位

宮
本
武
蔵
顕
彰
少
年
剣
道
大
会

（
5
月
12
日
・
龍
田
体
育
館
）

▽
団
体
２
位　

Ｄ
チ
ー
ム

新
入
生
歓
迎
の
親
睦
会
開
催

〜
み
ん
な
九
中
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
仲
間
に
〜

現在九州学院には4名の留学生（1年間）が在籍しています。オースト

ラリア・アデレード市にある姉妹校インマヌエル・カレッジからは、アン

ドリュー・マラルド君（バレーボール部）、とエイドリアン・ワイネット君（弓

道部）。アントン・エスカネ

ン君（弓道部）はフィンラン

ド、クローデ・ジュリエット

さんはフランスの出身です。

4人とも高校2年生のクラス

に参加、日本語や文化を学

ぶなど充実した学生生活を

送っています。

欧州や豪州から4人の留学生

アンドリュー君

アントン君

エイドリアン君ジュリエットさん

４
月
29
日（
月
・
祝
）熊
本

市
北
区
の
植
木
弓
道
場
で
行

わ
れ
た
第
14
回
熊
本
県
中
学

生
弓
道
選
手
権
大
会
兼
全
日

本
少
年
武
道
（
弓
道
）
錬
成

大
会
お
よ
び
全
国
中
学
生
弓

道
大
会
熊
本
県
予
選
で
、
九

２
月
24
日
㈰
山
鹿
市
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
た
県
中
学

校
柔
道
団
体
優
勝
大
会
（
男

子
第
24
回
）
で
、
九
州
学
院

Ａ
が
８
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま

し
た
。

男
子
の
九
州
学
院
Ａ
は
、

州
学
院
中
学
校
が
男
女
と
も

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
７
月
に
東

京
・
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

る
、
全
日
本
少
年
武
道
錬
成

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

決
勝
で
鎮
西
Ａ
と
対
戦
。
先

鋒
戦
の
引
き
分
け
後
、
次
鋒

の
土
江
幹
樹（
２
年
）が
大
外

刈
り
で
一
本
勝
ち
し
、
残
り

３
人
が
引
き
分
け
で
し
の

ぎ
、
１

－

０
で
競
り
勝
ち
ま

し
た
。

第66回九州学院中学校
卒業証書授与式を挙行

県
代
表
で
全
日
本
少
年
武
道
錬
成
大
会
へ

中
学
弓
道
男
女

県
中
学
校
柔
道

団
体
優
勝
大
会
で
九
州
学
院
Ａ
が
優
勝
！

九
中
コ
ー
ナ
ー

〈シンガポール・マレーシアコース〉マーライオンをバックに〈東京コース〉浅草雷門前で

〈北海道コース〉札幌国際スキー場にて

部活紹介・弓道部のパフォーマンス

高校二年生が
修学旅行へ

3
月
12
日
㈬
、
こ
の

春
全
国
大
会
に
出
場
す

る
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
育
友

会
か
ら
の
激
励
金
の
授
与

式
が
院
長
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
大

会
に
個
人
、
団
体

で
出
場
す
る
ク
ラ

ブ
は
、ラ
グ
ビ
ー
、

剣
道
、柔
道
、ボ
ク

シ
ン
グ
、自
転
車
、

空
手
道（
男
女
）、

卓
球
、チ
ア
・
ダ
ン

ス
、
合
唱
部
と
10

の
ク
ラ
ブ
に
及
ん

で
い
ま
す
。

授
与
式
で
は
内

村
院
長
の
挨
拶
の

後
、
林
育
友
会
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ブ
の
部
長
に
激
励

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
の
全
国
大
会
で
の
活

躍
を
期
待
す
る
と
共
に
、

皆
様
方
の
ご
声
援
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全国大会出場クラブに育友会から激励金
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今年開局60周年を迎えたRKK熊本放送が、4月からスタートさせたCMスポッ
ト“RKK BOYS & GIRLS キャンペーン”に、九州学院チアダンス部ミリアムズが
5月1日から登場しています。

このキャンペーンの大き
なテーマは、今を生きる子
どもたちが希望を持って生き
ていけるように応援すること
で、【ガンバレガール!マケ
ルナボーイ!】をキャッチフ
レーズに、頑張ってる熊本
の子どもたちにエールを送
るものです。

埼玉県熊谷市で行われた、第
14回全国高等学校選抜ラグビー
フットボール大会初出場の九州学

院は、第2戦で準優勝校東海大仰星戦には敗れましたが、深谷、青森北を破り
予選リーグを2勝1敗と健闘しました。決勝トーナメントには進出はなりませ
んでしたが、全国の強豪を相手にここまで戦えたことは素晴らしいことです。
今年冬は20数年ぶりの花園への出場が大いに期待されます。今年度も皆様の
温かいご声援をよろしくお願いいたします。

3月2日㈯、県民運動公園（う
まかな・よかなスタジアム）補助
競技場および外周コースで、第66

回熊本市駅伝大会が行われ、高校男子15km、一般１部15km、特別公務員1
部15km、中学男子10km、中学女子10km、高校女子10km、一般２部10km、
教職員（大･高･中･小）の部10km、特別公務員2部10kmなどの部門に全140チー
ムが参加し健脚を競いました。

その結果、高校男子の部は上位を九州学院が独占し、教職員の部でも、九
州学院チームが優勝しました。（教職員は5名×2チームが参加）

3月21日、東京・日本体育大学
柔道場で行われた、日本体育大学
若獅子杯高等学校柔道全国大会

で、九州学院が見事初優勝を果たしました。また、園田選手、中道選手が優
秀選手に選ばれました。

第32回全国高校生読書体験記
コンクール＜主催：（財）一ツ橋
文芸教育振興会＞において、古閑

加奈絵さんの作品が全国入選作品の優良賞を受賞しました。
古閑さんの作品の題名は「想いに寄り添って」で、リリー・フランキー著「東

京 タワーオカンとボクと、時々、オトン」（新潮社）を取り上げて書かれたもの
です。同コンクールでは、九州学院から文部大臣賞（当時）も輩出しています。

RKKテレビにチアダンス部ミリアムズが登場

全国高校選抜ラグビー大会
初出場で2勝!!

第66回熊本市駅伝大会
高校も職員チームもＷ優勝！

日体大若獅子杯高校柔道全国大会
九州学院が初優勝

全国高校生読書体験記コンクール
古閑加奈絵さん（2年）に優良賞

部
活
な
ど
の

戦
績
そ
の
他
2月11日〜
5月15日迄

【
敬
称
略
】

退
任

友
枝
孝
文
（
事
務
）

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年

か
ら
45
年
間
、
九
州
学
院
事

務
に
奉
職
。
図
書
館
勤
務
か

ら
始
ま
り
、
事
務
室
で
長

い
間
営
繕
を
担
当
さ
れ
ま
し

た
。
途
中
中
学
サ
ッ
カ
ー
部

顧
問
を
さ
れ
た
り
、
ま
た
英

語
も
得
意
で
、
事
務
方
と
し

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
し
た
。
特
に
営
繕
関
係
で

は「
困
っ
た
時
の
友
枝
さ
ん
」

と
し
て
、
学
校
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
語 

桑
田　

周
明

英
語　

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ア
イ
グ

英
語　

ア
ル
・
フ
ォ
ー
ブ
ズ

英
語　

ア
ロ
ー
ス
ミ
ス
・
グ
レ
イ
ア
ム

保
健
体
育 

柳
瀬
麻
理
香

技
術
家
庭 

加
藤　
　

淳

美
術 

荒
瀬　

周
一

事
務 

関
山　

幸
子

幼
稚
園 

大
塚　
　

亘

新
任

聖
書 

立
野　

泰
博

国
語 
大
山　

慧
理

国
語 
佐
澤　

有
紀

国
語 

吉
安
香
寿
惠

地
歴
公
民 

德
永　

智
小

地
歴
公
民 

松
本　

祐
樹

理
科 

大
瀨　

浩
一

英
語 

幸
山　

英
子

英
語 

黒
木　

皓
太

英
語　

キ
ー
ナ
ン
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン

英
語　

ボ
ー
マ
ン
・
ネ
ヘ
ミ
ヤ

英
語　

ボ
ー
マ
ン
・
マ
イ
カ

保
健
体
育 

松
岡
晃
一
郎

技
術
家
庭 

高
千
穂
信
也

美
術 

池
田　

邦
雄

事
務 

横
山
伊
三
生

事
務 

吉
住　

敏
明

事
務 

佐
分
利
理
恵

寮　
　
　
　

松
崎
元
史
朗

幼
稚
園 

木
原　

玉
樹

幼
稚
園 
上
妻　

洋
子

職
員
異
動

〈左からボーマン兄妹先生、キーナン先生〉

撮影風景（於：九州学院ダンスルーム）

水
泳
部

第
35
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水

泳
競
技
大
会（
3
月
28
〜
31
日
）

〈
新
潟
県
ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ー
ル（
短
水
路
）〉

▽
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形

　

１
位　

齊
藤　
　

凌
（
2
年
）

▽
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

３
位　

齊
藤　
　

凌
（
2
年
）

ボ
ク
シ
ン
グ
部

第
24
回
全
国
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン

グ
選
抜
大
会
（
3
月
21
〜
24
日
）

〈
山
梨
県
甲
府
市
緑
が
丘
ス

ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
〉

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　

３
位　

堤　
　

聖
也
（
3
年
）

熊
本
県
下
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ

競
技
大
会
（
4
月
13
、20
、21
日
）

〈
熊
本
農
業
高
校
〉

▽
ピ
ン
級

　

２
位　

住
永　

大
宝
（
3
年
）

▽
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　

２
位　

山
内　

将
大
（
2
年
）

▽
フ
ラ
イ
級

　

優
勝　

堤　
　

聖
也（
3
年
）

▽
バ
ン
タ
ム
級

　

優
勝　

内
山　

未
来（
2
年
）

▽
ラ
イ
ト
級

　

優
勝　

緒
方　

陽
介（
3
年
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
九
州
熊
本
予
選
大
会

〈
オ
ム
ロ
ン
〉 

（
4
月
13
日
）

　

二
回
戦

剣
道
部

大
霧
島
旗
剣
道
大
会

 

（
3
月
9
・
10
日
）

〈
鹿
児
島
牧
園
ア
リ
ー
ナ
〉

　

団
体
優
勝

全
国
（
選
抜
）
大
会

 

（
3
月
27
・
28
日
）

〈
愛
知
県
春
日
井
体
育
館
〉

　

団
体
優
勝

ラ
グ
ビ
ー
部

全
九
州
新
人
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会

 

（
2
月
22
〜
28
日
）

〈
沖
縄
県
沖
縄
市

運
動
公
園
球
技
場
〉

　

５
位

（
全
国
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
）

全
国
（
選
抜
）
大
会

 

（
3
月
30
日
〜
4
月
3
日
）

〈
埼
玉
県
熊
谷
市

熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場
〉

▽
予
選
Ａ
グ
ル
ー
プ

　

２
勝
１
敗

　

ベ
ス
ト
16
進
出

熊
本
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
会
長
杯

大
会 

（
4
月
9
〜
28
日
）

〈
熊
本
県
民
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場
〉

　

優
勝

九
重
町
長
杯
ラ
グ
ビ
ー
大
会

 

（
5
月
3
〜
5
日
）

〈
大
分
県
九
重
町
泉
水
グ
ラ
ン
ド
〉

　

優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
28
回
服
部
杯 

（
2
月
23
日
）

〈
八
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〉

▽
個
人

　

３
位　

溝
口
・
中
村
ペ
ア

テ
ニ
ス
部

九
州
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
熊
本
県
予
選

〈
パ
ー
ク
ド
ー
ム
〉 （
3
月
28
日
）

▽
Ｕ
18
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

２
位　

中
島　

弘
陽
（
3
年
）

▽
Ｕ
16
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

２
位　

大
海　

朋
佳
（
1
年
）

陸
上
部

第
５
回
西
脇
多
可
新
人
高
校
駅

伝
競
走
大
会 

（
2
月
17
日
）

〈
兵
庫
県
西
脇
市
〉

　

４
位　

２
時
間
08
分
50
秒

　
　
　
　
（
７
区
間 

42
・
195
㎞
）

第
23
回
阿
久
根
市
長
旗
九
州
選

抜
高
校
駅
伝
競
走
大
会

 

（
3
月
10
日
）

〈
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
〉

　

２
位　

２
時
間
08
分
45
秒

　
　
　
　
（
７
区
間 

42
・
195
㎞
）

春
の
高
校
伊
那
駅
伝
２
０
１
３

 

（
3
月
24
日
）

〈
長
野
県
伊
那
市
〉

　

５
位　

２
時
間
12
分
36
秒

　
　
　
　
（
６
区
間 

42
・
195
㎞
）

県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

 
（
4
月
13
〜
14
日
）

〈
う
ま
か
な
・
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

▽
１
０
０
ｍ

　

４
位　

上
野　
　

涼（
３
年
）

　

６
位　

北
村　

将
大（
３
年
）

▽
８
０
０
ｍ

　

５
位　

幸
村　

亮
太（
３
年
）

▽
１
５
０
０
ｍ

　

１
位　

幸
村　

亮
太（
３
年
）

▽
５
０
０
０
ｍ

　

１
位　

近
藤
修
一
郎
（
３
年
）

　

２
位　

森
下　

史
祟（
２
年
）

　

３
位　

林
田　

元
輝（
２
年
）

▽
３
０
０
０
Ｓ
Ｃ

　

３
位　

山
下　

賢
明（
３
年
）

　

６
位　

木
村　

光
佑（
２
年
）

▽
Jr
３
０
０
０
ｍ

　

１
位　

坂
田　
　

光（
１
年
）

　

２
位　

中
川　

翔
太（
１
年
）

　

３
位　

上
田　

結
也（
１
年
）

　

６
位　

上
村　

臣
平（
１
年
）

▽
４
０
０
ｍ
Ｒ

　

２
位

▽
１
６
０
０
ｍ
Ｒ

　

２
位

兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
（
全
日

本
ユ
ー
ス
選
手
権
）

 

（
4
月
20
〜
21
日
）

〈
神
戸
市
〉

▽
ユ
ー
ス
３
０
０
０
ｍ

　

３
位　

近
藤
修
一
郎
（
３
年
）

▽
ユ
ー
ス
２
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ

　

３
位　

木
村　

光
佑（
２
年
）

県
私
学
陸
上
大
会
（
4
月
29
日
）

〈
水
前
寺
競
技
場
〉

▽
１
０
０
ｍ

　

１
位　

北
村　

将
大（
３
年
）

　

４
位　

佐
竹　

拳
静（
３
年
）

　

６
位　

緒
方　

政
弥（
３
年
）

▽
４
０
０
ｍ

　

２
位　

松
原
秀
一
郎
（
１
年
）

　

６
位　

中
村　

拓
都（
１
年
）

▽
８
０
０
ｍ

　

３
位　

米　
　

奎
亮（
３
年
）

▽
３
０
０
０
ｍ

　

３
位　

上
田　

結
也（
１
年
）

　

５
位　

坂
田　
　

光（
１
年
）

　

６
位　

上
村　

真
司（
３
年
）

女
子
陸
上
部

全
国
金
栗
陸
上
大
会 （

4
月
6
日
）

〈
う
ま
か
な
・
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

優
勝
（
48
秒
11
）

　
（
沢
田
、福
嶋
、村
本
、野
林
）

熊
本
県
選
手
権
大
会 

（
4
月
13
〜
14
日
）

〈
う
ま
か
な
・
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
〉

▽
１
０
０
ｍ

　

優
勝　

野
林　

祐
実
（
３
年
）

　

４
位　

福
嶋　

美
幸
（
２
年
）

▽
２
０
０
ｍ

　

優
勝　

野
林　

祐
実
（
３
年
）

　

２
位　

福
嶋　

美
幸
（
２
年
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
０
ｍ

　

４
位　

西　
　

香
織
（
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

３
位　

沢
田　

玲
香
（
２
年
）

　

５
位　

古
閑
加
奈
絵
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

４
位　

古
閑
加
奈
絵
（
２
年
）

　

６
位　

沢
田　

玲
香
（
２
年
）

▽
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

優
勝

　
（
田
中
、村
本
、野
林
、福
嶋
）

市
内
高
校
陸
上 

（
4
月
20
日
）

〈
水
前
寺
〉

▽
１
０
０
ｍ

　

優
勝　

福
嶋　

美
幸
（
２
年
）

　

２
位　

田
中　

芹
奈
（
２
年
）

　

５
位　

西　
　

香
織
（
１
年
）

▽
２
０
０
ｍ

　

３
位　

村
本　

美
桜
（
３
年
）

▽
４
０
０
ｍ

　

３
位　

平
田　

真
悠
（
３
年
）

▽
８
０
０
ｍ

　

３
位　

西
口　

千
尋
（
１
年
）

　

５
位　

渡
邉　

郁
美
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

優
勝

　
（
田
中
、福
嶋
、村
本
、野
林
）

私
学
陸
上 

（
4
月
29
日
）

〈
水
前
寺
〉

▽
１
０
０
ｍ

　

優
勝　

福
嶋　

美
幸
（
２
年
）

　

３
位　

村
本　

美
桜
（
３
年
）

▽
２
０
０
ｍ

　

２
位　

福
嶋　

美
幸
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ

　

優
勝　

西
口　

千
尋
（
１
年
）

　

３
位　

平
田　

真
悠
（
３
年
）

▽
８
０
０
ｍ

　

２
位　

西
口　

千
尋
（
１
年
）

　

３
位　

渡
邉　

郁
美
（
２
年
）

▽
円
盤
投

　

２
位　

加
藤　
　

葵
（
３
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

優
勝

　
（
西
、福
嶋
、村
本
、沢
田
）

日
本
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
織
田
記
念

陸
上
兼
世
界
陸
上
予
選

〈
広
島
広
域
〉 

（
4
月
29
日
）

▽
１
０
０
ｍ
Ａ
決
勝
（
11
秒
90
）

　

８
位　

野
林　

祐
実
（
３
年
）

日
本
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
静
岡
国
際

陸
上
兼
世
界
陸
上
予
選 

（
5
月
3
日
）

〈
静
岡
掛
川
運
動
公
園
〉（
24
秒
14
）

▽
２
０
０
ｍ
タ
イ
ム
レ
ー
ス
決
勝

　

８
位　

野
林　

祐
実
（
３
年
）

県
レ
デ
ィ
ス
大
会

〈
水
前
寺
〉 

（
5
月
4
日
）

▽
１
０
０
ｍ

　

優
勝　

福
嶋　

美
幸
（
２
年
）

▽
４
０
０
ｍ

　

優
勝　

西
口　

千
尋
（
１
年
）

　

２
位　

平
田　

真
悠
（
３
年
）

　

３
位　

古
閑
加
奈
絵
（
２
年
）

▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

２
位

　
（
西
、福
嶋
、村
本
、沢
田
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
関
西
大
会 （
3
月
22
〜
25
日
）

〈
広
島
県
〉

　

ベ
ス
ト
８

南
九
州
大
会
県
予
選

 

（
4
月
14
、20
、21
日
）

〈
熊
本
県
〉

　

優
勝

南
九
州
大
会 （
4
月
26
〜
28
日
）

〈
宮
崎
県
〉

　

４
位

弓
道
部

第
８
回
八
代
市
杯
弓
道
大
会 

（
3
月
17
日
）

〈
八
代
市
営
弓
道
場
〉

▽
女
子
個
人

　

２
位　

須
佐
美
佑
圭
（
２
年
）

▽
男
子
個
人

　

７
位　

光
永　

亨
奨
（
２
年
）

自
転
車
競
技
部

西
日
本
地
区
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会

 

（
4
月
28
日
）

〈
福
岡
県
久
留
米
〉

▽
ケ
イ
リ
ン

　

３
位　

藤
森　

駿
介（
３
年
）

柔
道
部

第
26
回
若
獅
子
杯
全
国
高
等
学

校
柔
道
大
会 

（
3
月
21
日
）

〈
日
本
体
育
大
学
武
道
館
〉

▽
男
子
団
体

　

優
勝

チ
ア
ダ
ン
ス
部

Ｕ
Ｓ
Ａ
全
国
大
会

 

（
3
月
25
〜
26
日
）

〈
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
〉

▽
ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
／
ｐ
ｏ
ｎ
部
門

　

ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成

　

12
位

空
手
道
部

松
陰
杯　
　
　
　

（
２
月
10
日
）

　

優
勝　

沖
田　

理
奈
（
１
年
）

１
・
２
年
生
大
会　
（
３
月
３
日
）

▽
個
人
形
１
年
女
子
の
部

　

１
位　

田
尻　

曜
子
（
１
年
）

　

２
位　

田
代　

麻
依
（
１
年
）

　

３
位　

上
野　

美
玲
（
１
年
）

　
　
　
　

松
谷　

海
里
（
１
年
）

▽
個
人
形
１
年
男
子
の
部

　

１
位　

川
端　

竜
平
（
１
年
）

　

２
位　

渕
上
恵
士
朗
（
１
年
）

▽
個
人
形
２
年
女
子
の
部

　

１
位　

石
地　

玲
菜
（
２
年
）

▽
個
人
形
２
年
男
子
の
部

　

２
位　

植
松　

嵩
博
（
２
年
）

　

３
位　

田
尻　

健
将
（
２
年
）

▽
個
人
組
手
１
年
女
子
の
部

　

１
位　

沖
田　

理
奈
（
１
年
）

　

２
位　

長
尾　

有
梨
（
１
年
）

　

３
位　

上
野　

美
玲
（
１
年
）

　
　
　
　

田
代　

麻
依
（
１
年
）

▽
個
人
組
手
１
年
男
子
の
部

　

２
位　

福
田　
　

颯
（
１
年
）

　

３
位　

鬼
塚　

太
朗
（
１
年
）

　
　
　
　

川
端　

竜
平
（
１
年
）

▽
団
体
組
手
１
年
女
子
の
部

　

１
位　

Ａ
チ
ー
ム

　

２
位　

Ｂ
チ
ー
ム

▽
団
体
組
手
１
年
男
子
の
部

　

３
位　

Ａ
チ
ー
ム

鴛
鴦
旗　
　
　
　

（
３
月
10
日
）

▽
１
年
生
大
会
（
女
子
）

　

１
位　

Ａ
チ
ー
ム

▽
本
大
会
（
男
子
）

　

３
位

▽
本
大
会
（
女
子
）

　

２
位　

Ａ
チ
ー
ム

全
国
選
抜
大
会

（
３
月
25
日
・
26
日
・
27
日
）

▽
女
子
団
体
組
手

　

ベ
ス
ト
８

市
内
大
会	　
　
　
（
４
月
14
日
）

▽
個
人
女
子
組
手

　

１
位　

沖
田　

理
奈
（
２
年
）

▽
個
人
男
子
組
手

　

１
位　

牛
島　
　

諒
（
３
年
）

▽
団
体
女
子
組
手

　

１
位

▽
団
体
男
子
組
手

　

１
位

火
の
国
旗　
　
　
　
（
５
月
４
日
）

▽
女
子
団
体
組
手

　

ベ
ス
ト
８

　

熊
日
杯
受
賞

▽
男
子
組
手

　

５
人
抜
き

　
　
　

寺
川　

太
清
（
３
年
）

─
─
─
◦
─
─
─
◦
─
─
─

合
唱
部

第
6
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

〈
福
島
市
音
楽
堂
〉 （
3
月
22
日
）

　

優
良
賞


